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心にひびくマンガの名言 

「力をかりたら次は相手が困っている時，お前が力をかしてやればいい。世界はそうやってまわってるんだ。」 『３月のライオン』第３巻林田高志の名言 

  自立した人とはどんな状態の人のことでしょう。何事も自分の力で解決していける人，誰にも頼らず一人で生きていける人，そう考えた人も正解だと思

います。しかし，それだけではありません。『３月のライオン』の主人公，１７歳の桐山零もその一人です。１５歳でプロ棋士となり，大人と変わらぬ収入を得て，

誰にも迷惑をかけずに生きようと一人で暮らしています。しかし，桐山が良くないのは，同世代の同級生とうまくなじむことができないところ。固く心を閉

ざして，将棋のことだけを考えて生きてきたからです。 

  かたくなだった桐山が少しずつ変化しているのに気づいた担任の林田高志先生は，こんなアドバイスをします。「力をかりたら次は相手が困っている時

力をかしてやればいい。世界ってそうやってまわってるんだ。」頼みごとをするのは，弱みを見せるようで恥ずかしい・・・。あなたもまた，そんなふうに考えて

いるかもしれません。でも，弱さを見せない人なんて，自分に心を開いてくれないようで，付き合いにくくありませんか。 

人間の関係は持ちつ持たれつです。一人ではどうにもならないことがあったら，誰かに頼りましょう。あなたが自分の弱さを見せて人に頼ることで，その

人もあなたに頼りやすくなります。人に「助けてほしい」と素直に言えること。そして困っている誰かをためらいなく救おうと思えること。この二つをできる

人は，自立した人といえるのです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 

〇私もこれから困ったら，素直に助けてほしい

と言ったり，困っている人がいたら助けられ

る「自立した人」になりたいと思いました。 

〇私は誰にも頼らずに自分の力だけで生きる

ことを「自立」だと思っていました。ですが，

誰かに頼ることも一つの手だということが

分かり，助け合うことも「自立」の一つなのか

なと思いました。 

○この話を聞いて僕は，一人で困っているとき

抱え込まず，他の人を頼り，自分もそんな人

がいたら相談できる人になりたいです。 

○私は何でも自分一人でやりたいというタイ

プで，誰にも頼らなかった結果，失敗してし

まったことが何回もあります。一人でやるこ

とが自立している人になる近道だと思って

いたからです。でも，助けを求めたり，弱み

を，見せることで，本当に「自立した人」にな

れるのだと思いました。 

○自分にはできたり，できなかったりすること

も，人と協力することによって，できなかっ

たこともできるようになると思う。これって

いいことだなあと思いました。 

〇弱さを見せることは恥ずかしことだと最初

は思っていたけど，これを見ると自分の弱さ

を見せることは自分の心開くことなのかと

初めて気がついた。自分にも弱点がたくさん

あるけど，誰かに素直に言えるようになりた

い。 

2年生 

〇私は頼まれることはなるべく断らずしている

けど，私から誰かに頼ることはないので，この

資料を読んで人に頼ることも自分が生きてい

く上で必要だと思いました。 

〇私は誰かを救おうと思えているかわかりませ

ん。それなのに，人に頼ってばかりかもしれま

せん。でも，私は自分でもわかるようにプライ

ドが高いので頼ることができていないかもし

れません。今日の朝道徳を聞いて，もう少し自

分を見つめ直してみようと思います。 

〇いつも「弱みを見せないように」と分からない

ところを聞けずに後悔することが多いので，

心を開いて，積極的に聞いていきたいと思っ

た。 

〇「自立した人」になろうとしても周りの人たち

から見ると，付き合いが悪い人になってしま

うかもしれないので，周りの人とも協力する。 

〇困ったときはみんな助け合うのが一番良いと

思う。人と付き合っていくなかで，人に頼るこ

とは大切だと思いました。 

〇自分が力をかりて，次に相手が困っていると

きは自分が力を貸せばいい。今まではそんな

勇気も出ず，助けることはできなかったけど，

いざとなったら自分も相手を助ける勇気が必

要だなと思った。 

○自分にとって“自立”の正解があまり分からな

かったけど，自分一人ですべてこなすのではな

くて，助けて欲しいときは声に出して助けを求め

るのも自立というのなら，私は自立した人にな

りたい。 

3年生 

〇自分だけでは解決できないことがあったら，

迷わず誰かに助けを求めようと思った。そし

て，次は頼ってくれるような人になりたいと

思った。 

〇人を頼ることは恥ずかしいことではない。む

しろ頼る，頼られることは生きていくことの

なかで大切なことだなと思った。 

〇この資料を読んで私は“人に「助けてほしい」

と素直に言うこと”，“困っている誰かをため

らいなく救おうと思えること”を心がけて生

活していこうと考えました。「自立した人」と

いうのは，このような人のことをいうという

ことに気づかされました。 

〇困ったとき一人で悩まず，進んで友達や近く

の人に相談しようと思いました。この名言の

通り，助けられた人は次の人を助けていった

ら良い世の中になるなと思いました。 

〇自立するというのは，何もかも自分一人で

抱え込むことではないと改めて思いました。

困ったときにはお互い助け合うことがすご

く大切だし，自分が頼ることで相手も自分に

頼りやすくなると分かりました。 

○私は人に「助けてほしい」と言いたいとき

や，困っている誰かを救おうとするとき，た

めらってしまいます。でもこの話を読んで，

相手に素直に言うことで，相手も自分に心

を開いてくれると学んだので，これからは自

分の素直な気持ちを表現していきたいで

す。 

令和４年 

２月２２日（火） 

美馬中学校 
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